報告書

· リモートセンシング学会

　発表題目：衛星データの熱赤外線バンドデータを用いた気温推定に関する研究(Ⅱ)

  発表報告：

　　上記の題目にて、ポスター発表を行った。本研究では、気温と地表面温度には、経験　　

　　式より表される関係があり、衛星データより地表面温度が求められる事から、気温を

　　推定する。その関係についての説明、また、本研究により得られた結果と、前回結果

　　との比較等の説明を行った。本研究で推定した気温は、実測値よりも低めの値が出て

　　いるのだが、その事について何度くらい低いのか、どのくらいの誤差までなら許容の

　　範囲であるか等の質問をいただいた。実測値よりは、全体的にだいたい5度低度低い

　　値になっているのだが、誤差の許容範囲については、気温データの使い方にもよるの

　　で、様々な場合について、今後勉強していきたいと思う。

　　また、植生における表面温度は、植生の熱容量が小さい為に気温に近い値を取る傾向

　　があるので、その事についても検討してみたらいいのでは、との意見もいただいた。

　　更に、他の方の研究発表を聞き、様々な視点からの考え方を学ぶ事が出来た。

　　ここで得られた意見と知識を今後の研究に繋げていきたい。

●東海大学地域研究センター訪問（マングローブ林の共同調査と議論）

　調査内容：マングローブ林における輝度温度測定を含む観測調査

調査報告：
　　本研究には、衛星で観測するデータを見るだけでなく、地上観測による地表面温

　　　度(輝度温度の測定により求められる)と気温の関係を見ることも重要である。
　　　そこで、今回、マングローブ林における気温や、葉、根、土、水等の表面温度の測

　　　定を行った。同じ木の表面温度をはかった場合でも、元気な葉っぱと枯れかけの葉

　　　っぱでは、枯れかけの葉っぱの方が数度高い値をとっていた。これらのデータを元

　　　に今後の研究を発展させていきたい。

　　　また、東海大グループが普段行っている毎木調査の見学と手伝いを行った。我々の

　　　研究室でも、奈良県の県有林において、毎木調査を行っているが、樹高の測定に苦

　　　心している。東海大では、樹高の測定に、GPSを利用するなど、私たちとまた違っ

　　　た測定方法を取り入れており、学べる事も多かった。これも、今後の調査の参考に

　　　させていただこうと思う。
